
 
 
 
 
 
 
 
学校評価アンケート【保護者】の報告 
 
 １１月から１２月に実施いたしました本校の教育活動についてのアンケートへのご協力ありがとうござ
いました。今年度は６９％（４５４人中３１５人回答）のご家庭に回答をいただきました。学校への関心を寄せていただき
感謝しております。アンケート結果をもとに教職員で検討し、次年度の教育活動に生かしてまいります。 
 

１ 社会に開かれた教育課程の実現に関すること 

本校では、地域ボランティアコーディネーターと連携・協力して全学年において体験活動を導入しています。講師や学習ボラン

ティアとして多くの地域の方をお招きし、学習を進めております。また、「放課後まちとも教室」は、地域の方のお力添えがあり、

大変貴重な児童の放課後の居場所となっています。低学年の生活科や中・高学年の総合的な学習の時間等で地域の方と関わりをも

ったり、地域の方を講師として招いて学習する取り組むをしています。今後とも継続していくと共に、さらに地域に根付いた教育

活動が行えるよう従事していきます。 

 
２ 確かな学力の育成に関すること 

昨年度と比較し、質問②に対する肯定的な回答が８％減少しました。近年学校環境も変化し、宿題を「navima」などの学習アプリ

が代用されるようになってきました。そのため、お子様の学習の様子が見えづらい面もあります。また、宿題の提出が滞り、学習

に前向きではない児童が各学級に一定数いることも事実です。学校では、毎週火曜日の放課後「忠三ゼミナール」や長期休業中の

「学びウィーク」を実施して、学習内容の補充を図っています。今後とも、学習面での取りこぼしがないよう支援を続けて参りま

す。 

３ 豊かな心の涵養（心の教育及び生活指導含む）に関すること 
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②③④については肯定的な回答が約９０％と家庭のご協力もあり、あいさつや交通安全、きまりを守ることを意識できている児童

が多いです。一方で、①いじめ防止や体罰防止の取組については「わからない」という回答が２６％と、学校の取組が保護者の皆

様に十分に伝わっていない状況にあります。いじめ防止に向けて月１回心のアンケートを実施し、聞き取りを行っています。また、

週１回生活指導会議や定期的に校内委員会を開いて学校全体で対応をしています。⑤ネットマナーについては chromebook や

SNS などのトラブルを例に挙げ、指導を行っています。児童専用のスマートフォンを所持する児童も増えている印象です。SNS

のマナーや使用時間など各ご家庭でご指導をお願いいたします。 

４ 健やかな体の育成に関すること 
学校では、長縄週間やジョギング週間など、全校規模で児童が運動する活動を行っています。今後とも健康的な生活習慣が身に

付くよう指導を続けています。 
 
５ 小中一貫（連携）教育の取組みに関すること 

①小中連携については「分からない」の回答が６０％と半数以上を占めています。今年度は、教職員の小中交流会や中学校教員に

よる出張授業（６年生）中学校の部活体験（計２回）などを行い、連携を深めました。町田第三中学校区として今後も情報共有し、

９年間の義務教育を系統的に指導していきたいと思います。 
 
６ 校内環境に関すること 

 
①については肯定的な回答が７５％と、校内整備や校内美化に努めていることが多くの保護者の皆様に理解していただいています。

本校は昨年度、開校６０周年を迎えた歴史ある学校で、校舎内外に改修が必要な箇所があるのも事実です。町田市教育委員会施設

課とも連携し、保護者の皆様が安心して登校させられる安全できれいな学校を目指していきます。 
 

７ 保護者からのご意見 
 

①近年副校長が担任の仕事を行うなど、学校内の教員数が足りないように思う。児童のためにも保護者ボランティアを募ってみて

はどうか。 

 ⇒貴重なご意見ありがとうございます。教員数が少ないことに関して、保護者の皆様にはご心配をおかけしまして、申し訳ござ

いません。今年度、学年に応じて校外学習や家庭科の授業支援など多くの保護者ボランティアの方々の力をお借りしました。

6 年生の保護者の方々には、６年生の児童支援ボランティアに参加していただき、本当にありがとうございました。 

来年度はさらに、学校・保護者・地域で児童を育てるという意味でも、今年度よりも皆様にボランティアとして児童の頑張り

を観ていただく機会を増やしていこうと思います。また、学校公開についても、参観可能な授業数を増やしていけるよう、検

討して参ります。 

②落ち着きのない児童や学級があると聞いて心配している。保護者と学校間で、さらに意思疎通が必要ではないか。 

 ⇒貴重なご意見ありがとうございます。ご心配をおかけしております。教職員一同、真摯に対応させていただきます。保護者の

方に学校での様子を連絡すると、すぐにお子さんの様子を観に来て下さるご家庭も多く、ありがたく感じます。校内体制とし

て、教員それぞれが他クラスを観に行く仕組みを作るなど、適宜対応しております。①と重複しますが、児童が安心して学校

生活を送るためにも、今年度以上に保護者ボランティアとして児童の成長を参観できるシステムを構築していきます。 

③インフルエンザなどが流行している際、学級や学校の欠席状況を早めに知りたい。 

 ⇒貴重なご意見ありがとうございます。あらかじめ学級内（学校内）の感染者数が増えていることが分かった場合のお知らせ方

法を検討します。 

 

様々なご意見、ありがとうございます。より児童の成長が保障されるような行事や学校生活の場を設定していきます。 

 


